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湘南の由来・総集編その2



その１ 京都西芳寺 湘南亭

その２ 湘南の由来はひとつ？

その3 相模原市湘南村・湘南小学校

その4 元祖・中国の湘南村
その5 山水画に描かれた中国の湘南

その6 瀟湘八景図・牧谿と玉澗

その7 海を渡って来た湘南-1
その8 海を渡って来た湘南-2
その9 海を渡って来た湘南-3た

その10 中国「湘南寺」訪問記

その11 湘南発祥の地/大磯-1
その12 湘南発祥の地/大磯-2
その13 湘南発祥の地/大磯-3

「湘南」の由来とエリアを探るシリーズ

これまでHPに掲載して来た「湘南の由来」を で総括！と



「湘南の由来」を説明する円相！

宋→科挙と士大夫→禅僧→瀟湘湖南→山水画

→詩文(中国)→西行(遊行)→崇雪→三千風

→詩文(日本)→湘の浸透→湘南村→徳富蘆花

→宋迪→牧谿→臨済宗（栄西）→禅林文化

牧谿「瀟湘八景図」の１枚

→湘南市構想→裕次郎→桑田佳祐……



鴫立沢・鴫立庵を説明する▲相関図

西行

崇雪三千風

本日のテーマは
鴫立沢相関図の
深掘り！

西行が「心なき身にもあはれは知られけり鴫
立つ沢の秋の夕暮れ」と詠った地は、室町時
代以降、次第に大磯説が優勢となったようで
ある。

小田原の俳人崇雪は
西行寺設立を目指して
大磯に移動、
海辺に草庵を建て、
「湘南凄絶の地」と
いう文字を刻んだ標石
を建立した。
大磯が湘南呼称発祥の
地と言われる所以で
ある。

崇雪の没後、
請われて崇雪の
草庵を継いで
初代鴫立庵主と
なった三千風は、
鴫立沢に西行に
関わる堂を建て
西行像を安置、
鴫立沢を名勝地に
仕立て上げる。



西行が鴫立沢の歌を詠んだのは
何歳で？何処だったのか？最初に、西行に関する疑問を整理してみる

東海道名所図会[秋暮鴫立沢]海辺説はありえる？

大磯から鵠沼までの途中で詠んだ
という伝承があるため一部に海辺で
詠んだとする説まで存在。

●26歳説

●６9歳説

東大寺再建
砂金勧進。

源頼朝に兵法
説明。
銀の猫の話。

第２回の奥州
行の際か？

第１回の奥州
行の際か？

歌を詠んだ
時の西行の
歳について
2説あり。

鴫立沢上流説

現在の鴫立沢より上流約2丁の辺り、
塔婆が立ち、刑場が近くにある、
死木立沢とも言われた寂しい地で
歌を詠んだとする伝承が存在。

東海道名所図会に描かれた鴫立沢
は海辺の風景。この頃から鴫立沢
と海のイメージが接近？



大磯説
[廻国雑記][続古今和歌集]によって大
磯説が固定化したと[大磯町史]等に
記されている。（注１）

崇雪以降は現在地が、三千風によっ
て固定化された。

◆出典（注1）
・大磯町発行の文献：Ｓ31、S43、H21年発行
・大磯町郷土史家著書：S56、S58、H3年発行
（著者の高橋光氏は、高来神社次男で大磯町議/観光協会副会長/郷土史研究会長のため町に準じる内容）

西行の“鴫立沢の歌”諸説の整理

現鴫立庵の
上流約２丁説

現鴫立庵説

何処で
詠んだ？

26歳説

69歳説

室町

江戸
以降

室町以前は藤沢説が健在だった？

何歳のとき
詠んだ？

藤沢説（大庭・
砥上ヶ原）

西行が鴫立沢に現れた時の年齢については2説ある。東大寺の再建を目指す
砂金勧進に際に立ち寄ったとする69歳説の方が説得性が高いようである。



なぜ標石/裏の「崇雪」の文字が異常に大きい？崇雪に関する疑問

大磯郷土資料館に設置されている標石 標石の表と裏

標石に刻む自分の名前にしては
常識的に大きすぎる！

「湘南凄絶の地」の文字は
圧倒的に小さい！

これほど自分の名を大きく記した標石は珍しい。その理由を考えてみる。

鴫立沢標石（裏面）鴫立沢標石（表面）



薬のういろう

お菓子のういろう

ういろう本店（小田原）

歌舞伎「外郎売」

京都祇園祭山鉾
「蟷螂山(とうろうやま)」

●崇雪の祖先は室町時代に元
から亡命した高級官僚 の
陳外郎（ちんういろう)。

●外郎（ういろう)家は、博多
・京・小田原と拠点を変え
ながら、日本文化に大きな
影響を与えてきた。

●5代定治が北条早雲に請われ
京から小田原へ移住。
崇雪は8代光治の次男として
生を受ける。
嫡男でないため家を継げず、
外郎家の記録から外れる。
橋本家の養子説もある。

●なぜ僧となり、大磯に移住、
西行寺建立目指し、同地に
草庵を結んだかは不明。

崇雪のファミリー
ストーリーと崇雪



大磯宿の西端に位置する鴫立沢鴫立庵を示す絵地図 鴫立庵の表示

崇雪はなぜ現在の地に庵を移したのか？ （ ）鴫立庵

（大磯宿の規模：
全605、
商売185、漁師193,
農業222、医師/針5）

仮説：外郎家を出ざるを得なかった崇雪は、自分の名を後世に遺す手段として、西行伝説の地・大磯に着目、
西行寺建立を目玉として、鴫立沢を河口に意図的に移動。標石を立て、庵を結んだ。
その際の目標は、死木立沢伝説の払拭と鴫立沢への集客。沢の河口は大磯宿の西端という好適地。

●標石表：ここが「鴫立沢」であると宣言することで「死木立沢」イメージの払拭を図った。
●標石裏：祖先が中国の湖南省に近いことから、相模湾を「湘南」に見立て、鴫立沢と湘南を直結した。

標石に崇雪の名を「大きく刻む」理由として「外郎家故郷＝中国/湘南」の文脈を利用した。



●大磯宿と隣接して
いるという最適な
立地条件を集客に
活用した。

西行
伝説の活用

外郎家
伝承の活用

立地条件
集客効果考慮

× ×

●[西行が歌を詠んだ
鴫立沢]というイメ
ージ最高の地を自己
PRに活用した。

●鴫立沢を上流から集客効果の
高い海辺の景勝地に移した。

＝

◆鴫立沢への創客を果たした第1号
は崇雪である。

（地域史に寛文から鴫立沢に人出増とある）

「崇雪」による[西行プロジェクト]の目的と功績（仮説）

●祖先の外郎家が
中国の[湘南]の地
で栄えたという
伝説と相模湾を
[湘南]で連結した。

[瀟湘湖南＝湘南]
相模湾を中国の湘

南に見立てた。

●[湘南]のイメージを河(中国)
から海(日本)へ変えた。

崇雪による功績



三千風の「西行プロジェクト」始動までの経緯三千風に関する疑問

●伊勢の国の商家に生まれる。

●31歳、松島へ僧形で行脚に出立。15年間、仙台から中央俳壇を狙う。

●西鶴が「矢数俳諧」で1,600句達成という情報をキャッチ（矢数俳諧＝1昼夜の独吟競争）

●時機到来と見た三千風が3,000句を達成し全国に名を売る。西鶴が三千風を激賞 → しかし、

西鶴が中央俳壇の争いに三千風を利用しただけ！と分かる。翌年、西鶴が4,000句を達成し小挫折。

●三千風は小挫折から立直るため、実力の蓄積と紀行文上梓が目的の8年間の行脚の旅へ出発。

●何と！西鶴が23,000句を達成→三千風は叩きのめされて挫折！ → 目的を失い奈落の底へ

三千風が鴫立沢に執着した背景を考察してみる。

●57歳で一念発起、鴫立庵を舞台に三千風版「西行プロジェクト」の起業で巻き返し！
●元禄8/初代鴫立庵主として入庵、●元禄9/西行像入手、●元禄10/西行500年祭に謡曲/鴫立沢自作、
●円位堂（西行堂）建立、●元禄11～13/九州行脚、●元禄13/鴫立沢石碑（富山氏寄進）建立、
●鴫立沢縁起刊行、●元禄14/法虎堂建立、倭漢田島集刊行、



三千風の
スポンサー

富山氏

今西行と呼ばれた

大淀三千風

三千風の
鴫立沢プロジェクトの
寄進者である
豪商 富山氏（大黒屋）
が登場する西鶴作
「日本永代蔵」。

参考：元禄人間模様

見下し感

屈折感

松尾芭蕉

三千風の紀行文を読んで仙台へ。
西鶴の俳諧の作風を否定。

談林派俳諧士から
浮世草子作家へ

西行

追慕

追慕

近代日本文学の巨人

井原西鶴

屈折感こそ鴫立沢プロジェクトのエネルギー



西行
追慕

西鶴
コンプレッ

クス克服

起業家
マインド

× ×

三千風による[西行プロジェクト]の目的と功績（仮説）

＝
●日本３大俳諧道場の礎を
つくった。

●鴫立沢/鴫立庵を名所図会や
浮世絵に描かれる名所とした。

●[湘南]呼称発祥の証左となる
崇雪の標石を後世に繋いだ。

●西鶴に対する屈折
した葛藤が鴫立
沢プロジェクトの
マグマとなった。

●西行に対する
追慕の念を
うまく事業に
活用した。

●鴫立沢を名所とす
るための企画、石
碑や堂の建立、謡
曲や縁起の刊行、
そのための資金集
め等に起業家三千
風の才能が窺える。

三千風による功績



日本図会に描かれた鴫立沢と鴫立庵

[西行/崇雪/三千風]の3人によって、鴫立沢/鴫立庵は
名勝の地となると共に、今では[湘南発祥の地]となった。



西行殿
鴫立沢で歌を詠んだことが
崇雪、三千風を大磯に呼び込み、
大磯＝湘南発祥の地の定義づけの礎になった。

崇雪殿
「西行の鴫立沢」を海辺の景勝地
に移動したことで、鴫立沢を歌枕
の地とし、集客に貢献、三千風の
西行プロジェクトにつなげた。

鴫立庵と鴫立沢標石をコア
とした西行エリアをつくることで、
名勝地の評価を更に高めると共に、
結果的に崇雪の標石の「湘南」を
今日に伝えた。

大淀三千風殿
3人に
表彰状を

あげるとしたら

よってここに表彰します。

よってここに表彰します。よってここに表彰します。

「大磯＝湘南発祥地」
に寄与した３名への表彰理由

鴫立沢/鴫立庵は、
西行を追慕する崇雪/三千風の

内なる葛藤を克服するエネルギーが
成し遂げた事業とみることが出来そうである



明治以降の湘南呼称の
発展・定着傾向を楕円で説明！

1880～1950

M37～M45

S05～S16

S15～H14

S30～S53

新聞・小説に湘南が登場

メディア媒体に避暑・
海水浴の湘南が登場。

企業・行政・学校に
最初の湘南冠呼称ブーム到来

行政による湘南市実現作戦展開

若者がつくる海と空の
湘南イメージが形成

M26～M38

２

１

３

５

４

３

２

４

１
５

参考：



ご清聴ありがとうございます

湘南遺産は
地域に対する

の創出運動

湘南の由来と
エリアを探る


